
JP 2014-200975 A 2014.10.27

10

(57)【要約】
【課題】チューブポンプ等の送液ポンプの特性に起因す
る流量の変化、液体流出量の変化が考慮され、正確に液
体の残量情報を取得することを可能とする液体吐出装置
及び残量情報取得方法を提供する。
【解決手段】　液体吐出装置において、インクジェット
ヘッドの吐出停止状態で、チューブポンプを動作させて
メインタンクからサブタンクへインクを流出させて流出
期間を測定し、流出期間とインク流出量を用いてポンプ
の流量を算出し（ステップＳ１２）、ポンプの流量を予
め決められた規格化温度に規格化した規格化流量に変換
し、記憶する。装置稼働中に、規格化流量にポンプの動
作期間を乗じてメインタンクからサブタンクへのインク
流出量を算出し（ステップＳ１４）、装置稼働前のメイ
ンタンクの残量から算出されたインク流出量を減算して
メインタンクの残量が算出される（ステップＳ１６）。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を吐出させるインクジェットヘッドと、
　前記インクジェットヘッドの液体吐出を制御する吐出制御部と、
　前記インクジェットヘッドへ供給される液体が貯留されるメインタンクと、
　前記メインタンクから前記インクジェットヘッドへ供給される液体が一時貯留されるサ
ブタンクと、
　前記メインタンクと前記サブタンクとを連通させる流路に設けられる送液ポンプと、
　前記送液ポンプの動作を制御するポンプ制御部と、
　前記サブタンクに設けられ、前記サブタンク内に収容される液体量の増減を検出する液
体量検出部と、
　前記吐出制御部によって前記インクジェットヘッドの液体吐出を停止させた状態で前記
ポンプ制御部によって前記送液ポンプを動作させて前記メインタンクから前記サブタンク
へ予め決められた量の液体を流出させた際に、前記メインタンクから前記サブタンクへの
液体の流出期間を測定する流出期間測定部と、
　前記流出期間測定部による流出期間測定の際に前記メインタンクから前記サブタンクへ
流出させた液体量、及び前記測定された流出期間を用いて、前記送液ポンプの流量を算出
する流量算出部と、
　環境温度情報を取得する環境温度情報取得部と、
　前記取得された環境温度情報を用いて、前記算出された流量を予め決められた規格化温
度における流量を表す規格化流量に変換する流量変換部と、
　前記変換された規格化流量を記憶する規格化流量記憶部と、
　装置稼働中において、前記記憶されている規格化流量を読み出し、前記読み出された規
格化流量に装置稼働中の前記送液ポンプの動作期間を乗じて、装置稼働中の前記メインタ
ンクから前記サブタンクへ流出させた液体流出量を算出する液体流出量算出部と、
　装置稼働中において、装置稼働前の前記メインタンクに収容されていた液体量から前記
算出された液体流出量を減算して、前記メインタンクの液体の残量を算出する残量算出部
と、
　を備えた液体吐出装置。
【請求項２】
　前記インクジェットヘッドの温度調整の際に液体の温度を検出する温度検出部と、
　前記検出された液体の温度に基づいて前記インクジェットヘッドの温度調整を行う温度
調整部と、
　を備え、
　前記環境温度情報取得部は、装置立ち上げ時に前記温度検出部を用いて環境温度情報を
取得し、
　前記流量算出部は、前記装置立ち上げ時に前記測定された流出期間、及び前記メインタ
ンクから前記サブタンクへ流出させた液体量を用いて流量を算出し、
　前記流量変換部は、前記取得された環境温度情報を用いて前記算出された流量を規格化
流量に変換し、
　前記規格化流量記憶部は、前記算出された規格化流量を記憶する請求項１に記載の液体
吐出装置。
【請求項３】
　前記環境温度情報取得部は、装置稼働中に前記規格化流量記憶部に記憶された規格化流
量から算出された環境温度情報を取得し、
　前記流量算出部は、次回の装置立ち上げ時に流量を算出し、
　前記流量変換部は、前記装置稼働中に取得された環境温度情報を用いて、前記算出され
た流量を規格化流量に変換し、
　前記規格化流量記憶部は、前記変換された規格化流量を記憶する請求項１に記載の液体
吐出装置。
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【請求項４】
　前記液体量検出部は、前記サブタンク内に収容される液体の液面の高さを検出する液面
検出センサを含む請求項１から３のいずれか１項に記載の液体吐出装置。
【請求項５】
　前記液面検出センサは、前記サブタンク内に収容される液体の液面の高さ範囲の上限位
置に配置される上限センサ、及び前記液面の高さ範囲の下限位置に配置される下限センサ
を含み、
　前記流出期間測定部は、前記下限センサが前記サブタンク内の液体の液面を検出したタ
イミングで流出期間の測定を開始させ、前記上限センサが前記サブタンク内の液体の液面
を検出したタイミングで流出期間の測定を終了させる請求項４に記載の液体吐出装置。
【請求項６】
　前記上限センサ及び前記下限センサは、前記サブタンクの外側に配置されたホール素子
、及び前記サブタンク内の液体の液面上に配置された磁石を含む移動子を含む請求項５に
記載の液体吐出装置。
【請求項７】
　前記インクジェットヘッドの温度調整の際に液体の温度を検出する温度検出部と、
　前記検出された液体の温度に基づいて前記インクジェットヘッドの温度調整を行う温度
調整部と、
　を備え、
　前記環境温度情報取得部は、装置立ち上げ時に前記温度検出部を用いて環境温度情報を
取得し、
　前記流量変換部は、前回の装置稼働中に前記流量算出部により算出され、前記流量変換
部により変換され、前記規格化流量記憶部に記憶された規格化流量を、前記取得された環
境温度情報を用いて更新する請求項１に記載の液体吐出装置。
【請求項８】
　前記メインタンクの残量を記憶する残量記憶部と、
　前記規格化流量記憶部への規格化流量の記憶からの経過期間を測定する期間測定部と、
　前記記憶された前記メインタンクの残量に基づいて、前記流量算出部における流量算出
、及び前記流量変換部における流量の規格化流量への変換、前記規格化流量記憶部への規
格化流量の記憶を実行するタイミング管理する管理部と、
　を備えた請求項１から７のいずれか１項に記載の液体吐出装置。
【請求項９】
　前記送液ポンプは、チューブポンプである請求項１から８のいずれか１項に記載の液体
吐出装置。
【請求項１０】
　液体を吐出させるインクジェットヘッド、前記インクジェットヘッドの液体吐出を制御
する吐出制御部、前記インクジェットヘッドへ供給される液体が貯留されるメインタンク
、前記メインタンクから前記インクジェットヘッドへ供給される液体が一時貯留されるサ
ブタンク、前記メインタンクと前記サブタンクとを連通させる流路に設けられる送液ポン
プ、及び前記サブタンクに設けられ、前記サブタンク内に収容される液体量の増減を検出
する液体量検出部を備えた液体吐出装置において、
　前記インクジェットヘッドの液体吐出を停止させた状態で、前記送液ポンプを動作させ
て前記メインタンクから前記サブタンクへ予め決められた量の液体を流出させた際に、前
記メインタンクから前記サブタンクへの液体の流出期間を測定する流出期間測定工程と、
　前記流出期間測定工程による流出期間測定の際に前記メインタンクから前記サブタンク
へ流出させた液体量、及び前記測定された流出時間を用いて、前記送液ポンプの流量を算
出する流量算出工程と、
　環境温度情報を取得する環境温度情報取得工程と、
　前記取得された環境温度情報を用いて、前記算出された流量を予め決められた規格化温
度における流量を表す規格化流量に変換する流量変換工程と、
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　前記変換された規格化流量を記憶する規格化流量記憶工程と、
　装置稼働中において、前記規格化流量に装置稼働中の前記送液ポンプの動作期間を乗じ
て、装置稼働中のメインタンクからサブタンクへ流出させた液体流出量を算出する液体流
出量算出工程と、
　装置稼働中において、装置稼働前の前記メインタンクに収容されていた液体量から前記
算出された液体流出量を減算して、前記メインタンクの液体の残量を算出する残量算出工
程と、
　を含む残量情報取得方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液体吐出装置及び残量情報取得方法に係り、特にインクジェット記録装置等の
液体吐出装置におけるインクカートリッジの残量情報取得技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置では、インクカートリッジに残ったインク量を正確に検出して
、インクカートリッジの交換時期を予めユーザに正確に知らせることが好ましい。インク
カートリッジの残量検出方法として、インクカートリッジから送液したインク量を積算し
てインク量の積算値を求め、インクカートジッリの使用前のインク量からインク量の積算
値を減算して、インクカートリッジの残量を算出する方法が知られている。
【０００３】
　チューブポンプなどのモータの回転でインクを押し出すタイプの送液ポンプを用いると
、通常、モータを一定速度で回転させれば、単位時間当たりのインク流出量（流量）は一
定値であり、この流量を基にしてインクカートリッジの残量を算出することが可能である
。
【０００４】
　特許文献１には、メインタンクからサブタンクへインクを供給する際に動作させるチュ
ーブポンプのロータの回転数を検出して、メインタンクからサブタンクへ移送されたイン
クの量を把握する手法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３５４８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、一般に、チューブポンプなどの安価な送液ポンプを用いる場合、チュー
ブの材質、経時によるチューブの性能低下、環境温度の変動によりチューブポンプの単位
回転当たりのインク流出量が変動してしまうことがあり、残量の検出を正確に行うことが
できないことがありうる。
【０００７】
　例えば、インク量の積算値から求められた残量よりも多めにインクが残る場合、インク
カートリッジにインクが残っているにもかかわらず、インクカートリッジが空であると認
識され、残ったインクを使用することができないことがありうる。
【０００８】
　一方、インク量の積算値から求められた残量よりも実際の残量が少ない場合には、イン
クが供給されないにもかかわらず、インクが残っているものとして印字動作が行われるこ
とがありうる。そうすると、印字をしたいのにインクがヘッドに供給されないというエラ
ーが発生したり、インクが残っているものとして印字動作が行われ、印字物にかすれが発
生したり、という問題が発生しうる。
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【０００９】
　さらに、インクが空になったインク流路にインクを再充填するために、本来は必要では
ない初期化作業が行われ、インクをヘッド内に充填するという一連の作業が必要になる。
【００１０】
　他方、インクカートリッジからヘッドの間の流路に流量計等の測定手段を取り付けて、
この測定手段を用いて通過したインクの流量を測定することで、インクカートリッジから
のインク流出量を正確に把握することが可能である。
【００１１】
　しかし、装置構成（測定手段の配置スペース等）の観点、コストの観点から、インクの
種類ごと、インク色ごとの（カートリッジの数分の）測定手段を備える構成は採用が難し
い。
【００１２】
　さらにまた、チューブポンプは、チューブの製造ばらつきによって、初期状態（未使用
状態）においても１０パーセント程度の流量のばらつきが発生することがありうる。初期
状態においてチューブポンプの流量を測定して、チューブポンプを選別して対応すること
が考えられるが、この手法は、経時等による性能の変化には対応することができない。
【００１３】
　特許文献１に記載の技術は、チューブポンプの材料、経時、温度による単位回転当たり
のインク流出量の変動が考慮されていないので、メインタンクからサブタンクへ移送され
たインク量を正確に把握することが困難である。
【００１４】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、チューブポンプ等の送液ポンプの特
性に起因する流量の変化、液体流出量の変化が考慮され、正確に液体の残量情報を取得す
ることを可能とする液体吐出装置及び残量情報取得方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る液体吐出装置は、液体を吐出させるインクジ
ェットヘッドと、インクジェットヘッドの液体吐出を制御する吐出制御部と、インクジェ
ットヘッドへ供給される液体が貯留されるメインタンクと、メインタンクからインクジェ
ットヘッドへ供給される液体が一時貯留されるサブタンクと、メインタンクとサブタンク
とを連通させる流路に設けられる送液ポンプと、送液ポンプの動作を制御するポンプ制御
部と、サブタンクに設けられ、サブタンク内に収容される液体量の増減を検出する液体量
検出部と、吐出制御部によってインクジェットヘッドの液体吐出を停止させた状態でポン
プ制御部によって送液ポンプを動作させてメインタンクからサブタンクへ予め決められた
量の液体を流出させた際に、メインタンクからサブタンクへの液体の流出期間を測定する
流出期間測定部と、流出期間測定部による流出期間測定の際にメインタンクからサブタン
クへ流出させた液体量、及び測定された流出期間を用いて、送液ポンプの流量を算出する
流量算出部と、環境温度情報を取得する環境温度情報取得部と、取得された環境温度情報
を用いて、算出された流量を予め決められた規格化温度における流量を表す規格化流量に
変換する規格化流量変換部と、変換された規格化流量を記憶する規格化流量記憶部と、装
置稼働中において、記憶されている規格化流量を読み出し、読み出された規格化流量に装
置稼働中の送液ポンプの動作期間を乗じて、装置稼働中のメインタンクからサブタンクへ
流出させた液体流出量を算出する液体流出量算出部と、装置稼働中において、装置稼働前
のメインタンクに収容されていた液体量から算出された液体流出量を減算して、メインタ
ンクの液体の残量を算出する残量算出部と、を備えている。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、送液ポンプの流量のばらつきを見込むために、サブタンクに設けられ
る液体量検出部を用いてメインタンクからサブタンクへの流量が算出され、温度変化によ
る流量の変化を見込むために、算出された流量が予め決められた規格化温度における流量
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を表す規格化流量に変換され、記憶される。
【００１７】
　装置稼働中は、記憶されている規格化流量を取得して、メインタンクからサブタンクへ
の液体流出量が算出され、装置稼働前のメインタンクの残量から算出された液体流出量が
減算され、メインタンクの残量情報が取得される。
【００１８】
　したがって、送液ポンプの経時による劣化、環境温度の変動に起因する流量の変化が考
慮された好ましいメインタンクの残量情報が取得される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の外観斜視図
【図２】図１に示すインクジェット記録装置の用紙搬送路を模式的に示す説明図
【図３】図１に示すインクジェットヘッド及び紫外線照射部の配置構成を示す平面透視図
【図４】インクジェットヘッドのノズル配置を示すインク吐出面の平面図
【図５】インクジェットヘッドの立体構造を示す断面図
【図６】図１に示すインクジェット記録装置のインク供給系の構成を示すブロック図
【図７】図１に示すインクジェット記録装置の制御系の要部構成を示すブロック図
【図８】チューブポンプの説明図
【図９】チューブポンプの使用期間に対する流量比の関係を示す説明図
【図１０】環境温度に対するチューブポンプの流量比の関係を示す説明図
【図１１】インク残量情報取得の流れを示すフローチャート
【図１２】図１１に示す流量算出工程の制御の流れを示すフローチャート
【図１３】図１１に示すインク流出量算出工程の制御の流れを示すフローチャート
【図１４】図１１に示すインク残量算出工程の制御の流れを示すフローチャート
【図１５】図７に示すインク残量情報取得部の詳細な構成を図示したブロック図
【図１６】本例に示すインク残量算出の効果を示す説明図、（ａ）：経時のみを考慮した
場合と経時及び環境温度を考慮した場合の積算流量比の違いを示すグラフ、（ｂ）：経時
のみを考慮した場合と経時及び環境温度を考慮した場合の流量比の違いを示すグラフ、（
ｃ）：各測定における環境温度及び期間の経過を示すグラフ
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００２１】
　〔インクジェット記録装置の全体構成〕
　図１は本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置（液体吐出装置）の外観斜視図
である。このインクジェット記録装置１０は、紫外線硬化型インク（ＵＶ硬化インク）を
用いて記録媒体１２上にカラー画像を形成するワイドフォーマットプリンタである。ワイ
ドフォーマットプリンタは、大型ポスターや商業用壁面広告など、広い描画範囲を記録す
るのに好適な装置である。ここでは、Ａ３ノビ以上に対応するものを「ワイドフォーマッ
ト」と呼ぶ。
【００２２】
　インクジェット記録装置１０は、装置本体２０と、この装置本体２０を支持する支持脚
２２と、を備えている。装置本体２０には、記録媒体（メディア）１２に向けてインクを
吐出するドロップオンデマンド型のインクジェットヘッド２４と、記録媒体１２を支持す
るプラテン２６と、ヘッド移動手段（走査手段）としてのガイド機構２８及びキャリッジ
３０が設けられている。
【００２３】
　ガイド機構２８は、プラテン２６の上方において、記録媒体１２の搬送方向（Ｘ方向）
に直交し且つプラテン２６の媒体支持面と平行な走査方向（Ｙ方向）に沿って延在するよ
うに配置されている。キャリッジ３０は、ガイド機構２８に沿ってＹ方向に往復移動可能
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に支持されている。キャリッジ３０には、インクジェットヘッド２４が搭載されるととも
に、記録媒体１２上のインクに紫外線を照射する仮硬化光源（ピニング光源）３２Ａ、３
２Ｂと、本硬化光源（キュアリング光源）３４Ａ、３４Ｂとが搭載されている。
【００２４】
　仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂは、インクジェットヘッド２４から吐出されたインク滴が記
録媒体１２に着弾した後に、隣接液滴同士が合一化しない程度にインクを仮硬化させるた
めの紫外線を照射する光源である。仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂから紫外線が照射されたイ
ンクは、着弾干渉を回避するものの、ドット展開がされる（十分に広がることができる）
程度に仮硬化する。
【００２５】
　本硬化光源３４Ａ、３４Ｂは、記録媒体１２上のインクに仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂか
ら紫外線を照射した後の追加露光を行い、最終的にインクを完全に硬化（本硬化）させる
ための紫外線を照射する光源である。
【００２６】
　キャリッジ３０上に配置されたインクジェットヘッド２４、仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂ
及び本硬化光源３４Ａ、３４Ｂは、ガイド機構２８に沿ってキャリッジ３０とともに一体
的に（一緒に）移動する。キャリッジ３０の往復移動方向（Ｙ方向）が「主走査方向」、
記録媒体１２の搬送方向（Ｘ方向）が「副走査方向」に相当する。
【００２７】
　記録媒体１２には、紙、不織布、塩化ビニル、合成化学繊維、ポリエチレン、ポリエス
テル、ターポリンなど、材質を問わず、また、浸透性媒体、非浸透性媒体を問わず、様々
な媒体を用いることができる。記録媒体１２は、装置の背面側からロール紙状態（図２参
照）で給紙され、印字後は装置正面側の巻き取りローラ（図１中不図示、図２の符号４４
）で巻き取られる。プラテン２６上に搬送された記録媒体１２に対して、インクジェット
ヘッド２４からインク滴が吐出され、記録媒体１２上に付着したインク滴に対して仮硬化
光源３２Ａ、３２Ｂ、本硬化光源３４Ａ、３４Ｂから紫外線が照射される。
【００２８】
　図１において、装置本体２０の正面に向かって左側の前面に、インクカートリッジ３６
（メインタンク）の取り付け部３８が設けられている。インクカートリッジ３６は、紫外
線硬化型インクを貯留する交換自在なインク供給源（インクタンク）である。インクカー
トリッジ３６は、本例のインクジェット記録装置１０で使用される各色インクに対応して
設けられている。色別の各インクカートリッジ３６は、それぞれ独立に形成された不図示
のインク供給経路によってインクジェットヘッド２４に接続される。各色のインク残量が
少なくなった場合にインクカートリッジ３６の交換が行われる。
【００２９】
　また、図示を省略するが、装置本体２０の正面に向かって右側には、インクジェットヘ
ッド２４のメンテナンス部が設けられている。該メンテナンス部は、非印字時におけるイ
ンクジェットヘッド２４を保湿するためのキャップと、インクジェットヘッド２４のノズ
ル面（インク吐出面）を清掃するための払拭部材（ブレード、ウエブ等）が設けられてい
る。インクジェットヘッド２４のノズル面をキャッピングするキャップは、メンテナンス
のためにノズルから吐出されたインク滴を受けるためのインク受けが設けられている。
【００３０】
　〔記録媒体搬送路の説明〕
　図２は、インクジェット記録装置１０における記録媒体搬送路を模式的に示す説明図で
ある。図２に示すように、プラテン２６は逆樋状に形成され、その上面が記録媒体１２の
支持面（媒体支持面）となる。プラテン２６の近傍における記録媒体搬送方向（Ｘ方向）
の上流側には、記録媒体１２を間欠搬送するための記録媒体搬送手段である一対のニップ
ローラ４０が配設される。このニップローラ４０は記録媒体１２をプラテン２６上で記録
媒体搬送方向へ移動させる。
【００３１】
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　ロール・ツー・ロール方式の媒体搬送手段を構成する供給側のロール（送り出し供給ロ
ール）４２から送り出された記録媒体１２は、印字部の入り口（プラテン２６の記録媒体
搬送方向の上流側）に設けられた一対のニップローラ４０によって、記録媒体搬送方向に
間欠搬送される。インクジェットヘッド２４の直下の印字部に到達した記録媒体１２は、
インクジェットヘッド２４により印字が実行され、印字後に巻き取りロール４４に巻き取
られる。印字部の記録媒体搬送方向の下流側には、記録媒体１２のガイド４６が設けられ
ている。
【００３２】
　印字部においてインクジェットヘッド２４と対向する位置にあるプラテン２６の裏面（
記録媒体１２を支持する面と反対側の面）には、印字中の記録媒体１２の温度を調整する
ための温調部５０が設けられている。印字時の記録媒体１２が所定の温度となるように調
整されると、記録媒体１２に着弾したインク液滴の粘度や、表面張力等の物性値が所望の
値になり、所望のドット径を得ることが可能となる。なお、必要に応じて、温調部５０の
上流側にプレ温調部５２を設けてもよいし、温調部５０の下流側にアフター温調部５４を
設けてもよい。
【００３３】
　〔画像形成部の構成〕
　図３は、キャリッジ３０上に配置されるインクジェットヘッド２４と仮硬化光源３２Ａ
、３２Ｂ及び本硬化光源３４Ａ、３４Ｂの配置形態の例を示す平面透視図である。
【００３４】
　インクジェットヘッド２４には、ホワイト（白）インク（Ｗ）、マゼンタ（Ｍ）、ライ
トマゼンタ（Ｌｍ）、シアン（Ｃ）、ライトシアン（Ｌｃ）、イエロー（Ｙ）、黒（Ｋ）
、クリア（透明）インク（ＣＬ）の各色のインクごとに、それぞれ色のインクを吐出する
ためのノズル列６１Ｗ、６１Ｍ、６１Ｌｍ、６１Ｃ、６１Ｌｃ、６１Ｙ、６１Ｋ、６１Ｃ
Ｌが設けられている。図３ではノズル列を点線により図示し、ノズルの個別の図示は省略
されている。また、以下の説明では、ノズル列６１Ｗ、６１Ｍ、６１Ｌｍ、６１Ｃ、６１
Ｌｃ、６１Ｙ、６１Ｋ、６１ＣＬを総称して符号６１を付してノズル列を表すことがある
。
【００３５】
　インク色の種類（色数）や色の組合せについては本実施形態に限定されない。例えば、
Ｌｃ、Ｌｍのノズル列を省略する形態、ＣＬやＷのノズル列のいずれか一方を省略する形
態、メタルインクのノズル列を追加する形態、Ｗのノズル列に代わりメタルインクのノズ
ル列を具備する形態、特別色のインクのノズル列を追加する形態などが可能である。また
、色別のノズル列の配置順序も特に限定はない。ただし、複数のインク種のうち紫外線に
対する硬化感度の低いインクを仮硬化光源３２Ａ又は仮硬化光源３２Ｂに近い側に配置す
る構成が好ましい。
【００３６】
　色別のノズル列６１ごとにヘッドモジュールを構成し、これらを並べることによって、
カラー描画が可能なインクジェットヘッド２４を構成することができる。例えば、イエロ
ーインクを吐出するノズル列６１Ｙを有するヘッドモジュール２４Ｙと、マゼンタインク
を吐出するノズル列６１Ｍを有するヘッドモジュール２４Ｍと、シアンインクを吐出する
ノズル列６１Ｃを有するヘッドモジュール２４Ｃと、黒インクを吐出するノズル列６１Ｋ
を有するヘッドモジュール２４Ｋと、Ｌｃ、Ｌｍ、ＣＬ、Ｗの各色のインクを吐出するノ
ズル列６１Ｌｃ、６１Ｌｍ、６１ＣＬ、６１Ｗをそれぞれ有する各ヘッドモジュール２４
Ｌｃ、２４Ｌｍ、２４ＣＬ、２４Ｗと、をキャリッジ３０の往復移動方向（主走査方向、
Ｙ方向）に沿って並ぶように等間隔に配置する態様も可能である。色別のヘッドモジュー
ル２４Ｍ、２４Ｌｍ、２４Ｃ、２４Ｌｃ、２４Ｙ、２４Ｋのモジュール群（ヘッド群）を
「インクジェットヘッド」と解釈してもよいし、各モジュールをそれぞれ「インクジェッ
トヘッド」と解釈することも可能である。或いはまた、１つのインクジェットヘッド２４
の内部で色別にインク流路を分けて形成し、１ヘッドで複数色のインクを吐出するノズル
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列を備える構成も可能である。
【００３７】
　各ノズル列６１は、複数個のノズルが一定の間隔で記録媒体搬送方向（副走査方向、Ｘ
方向）に沿って１列に（直線的に）並んだものとなっている。本例のインクジェットヘッ
ド２４は、各ノズル列６１を構成するノズルの配置ピッチ（ノズルピッチ）が２５４マイ
クロメートル（１００ドット毎インチ（ｄｐｉ））、１列のノズル列６１を構成するノズ
ルの数は２５６ノズル、ノズル列６１の全長Ｌｗ（ノズル列の全長）は約６５ミリメート
ル（２５４マイクロメートル×２５５＝６４．８ミリメートル）である。また、吐出周波
数は１５ｋＨｚであり、駆動波形の変更によって１０ピコリットル、２０ピコリットル、
３０ピコリットルの３種類の吐出液滴量を打ち分けることができる。
【００３８】
　詳細は後述するが、本例に示すインクジェット記録装置１０の画像記録には、マルチパ
ス方式が適用される。また、マルチパス方式の画像記録に対応して、仮硬化光源３２Ａ、
３２Ｂ及び本仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂの露光制御が行われる。
【００３９】
　〔インクジェットヘッドの構造〕
　図４（ａ）は、インクジェットヘッド２４のノズル配置を示す平面透視図であり、一色
分のノズル列６１が一つのヘッドモジュール２４を構成する形態として図示されている。
同図に示すように、一色分のノズル列６１は、副走査方向に沿って一列にノズル７０が配
置されている。各ノズル７０は吐出させるインクが収容される圧力室７２（破線により図
示）と連通している。なお、図４（ｂ）に示すインクジェットヘッド２４Ａのように、ノ
ズル７０を二列の千鳥配置させる態様も可能である。
【００４０】
　図５は、インクジェットヘッド２４の立体構造を示す断面図であり、１ノズル分（１吐
出素子分）の構造が図示されている。本例に適用されるインクジェットヘッド２４のイン
ク吐出方式としては、圧電素子（ピエゾアクチュエータ）の変形によってインク滴を飛ば
す方式（ピエゾジェット方式）が採用されている。紫外線硬化型インクは、一般に溶剤イ
ンクと比べて高粘度であるため、吐出力が比較的大きなピエゾジェット方式が有利である
。
【００４１】
　なお、圧力室７２内のインクを加熱するためのヒータを備え、インクの膜沸騰現象を利
用してノズル７０からインクを吐出させるサーマル方式を適用することも可能である。
【００４２】
　圧力室７２は、ノズル流路７１を介してノズル７０と連通するととともに、供給口（供
給絞り）７４を介して共通流路７６と連通される。共通流路７６は、一色分のノズル列６
１（図３参照）を構成するノズル７０のそれぞれに対応する圧力室７２と連通して、各圧
力室７２に対してインクを供給している。
【００４３】
　圧力室７２の天井面を構成する振動板７８は、圧力室７２の外側面の圧力室７２に対応
する位置に圧電素子８０が設けられている。圧電素子８０は、上部電極８２と下部電極８
４との間に圧電体８６がはさまれた構造を有しており、上部電極８２と下部電極８４との
間に駆動電圧が供給されるとひずみ変形が生じ、振動板７８を変形させる。
【００４４】
　すなわち、画像データに応じて圧電素子８０へ駆動電圧を供給すると、振動板７８が変
形して圧力室７２の体積を収縮させ、圧力室７２の体積減少に対応する量のインクがノズ
ル７０から吐出される。圧電素子８０への駆動電圧の供給を停止させると、圧電素子８０
のひずみ変形が復元されるとともに圧力室７２が元の形状に復元され、供給口７４を介し
て共通流路７６から圧力室７２へインクが充填される。
【００４５】
　インクジェットヘッド２４はノズルプレート７０Ａのインク吐出面７０Ｂが親液性を有
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している。親液処理の方法として、ノズルプレート７０Ａのインク吐出面７０Ｂの少なく
とも一部に非撥インク性の層を１層以上形成する方法が挙げられる。
【００４６】
　具体的には、インク吐出面７０Ｂの少なくとも一部に、金、ステンレス、鉄、チタン、
タンタル、プラチナ、ロジウム、ニッケル、クロム、酸化ケイ素、窒化ケイ素及び窒化ア
ルミニウムよりなる群から選ばれた少なくとも１種により形成された層を備えることが好
ましく、金、ステンレス、鉄、チタン、酸化ケイ素、窒化ケイ素、窒化アルミニウムより
なる群から選ばれた少なくとも１種により形成された層を備えることがより好ましく、金
、ステンレス及び酸化ケイ素よりなる群から選ばれた少なくとも１種により形成された層
を備えることが更に好ましく、酸化ケイ素により形成された層を備えることも好ましい。
【００４７】
　親液処理方法としては、公知の方法を用いることができ、限定されないが、例えば（１
）シリコン製のノズルプレートの表面を熱酸化して酸化ケイ素膜を形成する方法、（２）
シリコンやシリコン以外の酸化膜を酸化的に形成する方法、若しくは、スパッタリングに
より形成する方法、（３）金属膜を形成する方法、が挙げられる。これらの方法の詳細に
ついては、米国特許出願公開第２０１０／０１４１７０９号明細書を参照することができ
る。
【００４８】
　〔インク供給系の説明〕
　図６は、インクジェット記録装置１０のインク供給系の構成を示すブロック図である。
同図に示すように、インクカートリッジ３６に収容されているインクは、供給ポンプ９０
（送液ポンプ）によって吸引され、サブタンク９２を介してインクジェットヘッド２４に
送られる。サブタンク９２には、内部のインクの圧力を調整するための圧力調整部９４が
設けられている。
【００４９】
　圧力調整部９４は、バルブ９６を介してサブタンク９２と連通される加減圧用ポンプ９
７と、バルブ９６と加減圧用ポンプ９７との間に設けられる圧力計９８と、を具備してい
る。
【００５０】
　通常の印字時は、加減圧用ポンプ９７がサブタンク９２内のインクを吸引する方向に動
作し、サブタンク９２の内部圧力及びインクジェットヘッド２４の内部圧力が負圧に維持
される。一方、インクジェットヘッド２４のメンテナンス時は、加減圧用ポンプ９７がサ
ブタンク９２内のインクを加圧する方向に動作し、サブタンク９２の内部及びインクジェ
ットヘッド２４の内部が強制的に加圧され、インクジェットヘッド２４内のインクがノズ
ルを介して排出される。インクジェットヘッド２４から強制的に排出されたインクは、上
述したキャップ（図示せず）のインク受けに収容される。
【００５１】
　本例に示すインクジェット記録装置１０は、図６に図示したインク供給系において、イ
ンクの温度が一定範囲内に保たれるように調整される。インクの温度を一定に保つための
構成例として、サブタンク９２内のインクの温度や、サブタンク９２からインクジェット
ヘッド２４へインクを供給するインク流路に温度センサ及びヒータを備え、温度センサの
検出結果に基づきヒータを動作させる態様が挙げられる。
【００５２】
　また、インクカートリッジ３６からインクジェットヘッド２４の間のインクが通過する
部分を断熱材で覆い、外部の温度変化の影響を受けないように構成する態様も好ましい。
さらに、インクジェットヘッド２４の内部にヒータを備え、インクジェットヘッド２４の
内部で温度管理をする態様も好ましい。
【００５３】
　本例に示すインクジェット記録装置では、２５℃におけるインク粘度が５０ミリパスカ
ル・秒以下となるように調整され、吐出の安定性が確保さている。例えば、インク粘度が
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３ミリパスカル・秒から１５ミリパスカル・秒となるように、インクが２５℃から８０℃
に加熱される。より好ましくは、インク粘度が３ミリパスカル・秒から１３ミリパスカル
・秒になるように２５～５０℃に加熱される。
【００５４】
　本発明に適用される放射線（活性光線）硬化型インク組成物は、概して通常インクジェ
ット記録用インク組成物で使用される水性インク組成物より粘度が高いため、吐出時の温
度変動による粘度変動が大きい。インク組成物の粘度変動は、液滴サイズの変化及び液滴
吐出速度の変化に対して大きな影響を与え、ひいては画質劣化を引き起こす。したがって
、吐出時のインク組成物の温度はできるだけ一定に保つことが必要である。
【００５５】
　よって、インクの温度の制御幅は、好ましくは設定温度のマイナス５℃以上プラス５℃
以下の範囲、より好ましくは設定温度のマイナス２℃以上プラス２℃以下の範囲、更に好
ましくは設定温度マイナス１℃以上プラス１℃以下の範囲とすることが適当である。なお
、インクの温度は、後述する制御系によって管理される。
【００５６】
　図６に示すサブタンク９２は、内部のインクの液面高さを検出する液面センサ９３（液
体量検出部）を備えている。液面センサ９３は、液面の上限高さの位置に配置される上限
センサ９３Ａと、液面の下限高さの位置に配置される下限センサ９３Ｂと、液面の高さに
応じて移動する移動子９３Ｃと、を含んで構成される。
【００５７】
　液面センサ９３の構成例として、図６には、移動子９３Ｃに磁石が内蔵され、上限セン
サ９３Ａ及び下限センサ９３Ｂにホール素子が適用される態様が図示されている。サブタ
ンク９２内のインクが消費して液面が下降し、下限センサ９３Ｂの検出範囲に移動子９３
Ｃが到達すると、下限センサ９３Ｂから出力される下限検出信号が変化して（又は、下限
検出信号が出力されて）、液面が下限センサ９３Ｂの高さに達したことを把握できる。
【００５８】
　また、インクカートリッジ３６からサブタンク９２へインクが供給されて、サブタンク
９２内の液面が上昇し、上限センサ９３Ａの検出範囲に移動子９３Ｃが到達すると、上限
センサ９３Ａから出力される上限検出信号が変化して（又は、上限検出信号が出力されて
）、液面が上限センサ９３Ａの高さに達したことを把握できる。
【００５９】
　詳細は後述するが、本例に示すインクジェット記録装置１０は、液面センサ９３から出
力される検出信号を利用して供給ポンプ９０の流量（単位時間当たりに供給ポンプから流
出させるインク量）又は流量の変化を検出し、供給ポンプ９０の流量に基づいてインクカ
ートリッジの残量情報が取得される。
【００６０】
　図６に図示した構成は、複数色（複数種類）のインクが用いられる構成では、色ごと（
種類ごと）に具備される。
【００６１】
　〔制御系の構成〕
　図７は、インクジェット記録装置１０の制御系の要部構成を示すブロック図である。同
図に示すように、インクジェット記録装置１０は、制御手段としての制御装置１０２が設
けられている。
【００６２】
　制御装置１０２としては、例えば、中央演算処理装置（ＣＰＵ、Central Processing U
nit）を備えたコンピュータ等を用いることができる。制御装置１０２は、所定のプログ
ラムに従ってインクジェット記録装置１０の全体を制御する制御装置として機能するとと
もに、各種演算を行う演算装置として機能する。制御装置１０２には、記録媒体搬送制御
部１０４、キャリッジ駆動制御部１０６、光源制御部１０８、画像処理部１１０、吐出制
御部１１２が含まれる。これらの各部は、ハードウエア回路又はソフトウエア、若しくは
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これらの組合せによって実現される。
【００６３】
　記録媒体搬送制御部１０４は、記録媒体１２（図１参照）の搬送を行うための搬送駆動
部１１４を制御する。搬送駆動部１１４は、図２に示すニップローラ４０を駆動する駆動
用モータ、及びその駆動回路が含まれる。プラテン２６（図１参照）上に搬送された記録
媒体１２は、インクジェットヘッド２４による主走査方向の往復走査（印刷パスの動き）
に合わせて、副走査方向へ間欠送りされる。
【００６４】
　キャリッジ駆動制御部１０６は、キャリッジ３０（図１参照）を主走査方向に移動させ
るための主走査駆動部１１６を制御する。主走査駆動部１１６は、キャリッジ３０の移動
機構に連結される駆動用モータ、及びその制御回路が含まれる。光源制御部１０８は、Ｌ
ＥＤ駆動回路１１８を介して仮硬化光源３２Ａ、３２ＢのＵＶ‐ＬＥＤ素子（不図示）の
発光を制御するとともに、ＬＥＤ駆動回路１１９を介して本硬化光源３４Ａ、３４ＢのＵ
Ｖ‐ＬＥＤ素子（不図示）の発光を制御する制御手段である。
【００６５】
　制御装置１０２は、操作パネル等の入力装置１２０、表示装置１２２が接続されている
。入力装置１２０は、手動による外部操作信号を制御装置１０２へ入力する手段であり、
例えば、キーボード、マウス、タッチパネル、操作ボタンなど各種形態を採用しうる。表
示装置１２２には、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、ＣＲＴなど、各種形態を
採用し得る。オペレータは、入力装置１２０を操作することにより、作画モード（「作画
フォーマット」と同義）の選択、印刷条件の入力や付属情報の入力・編集などを行うこと
ができ、入力内容や検索結果等の各種情報は、表示装置１２２の表示を通じて確認するこ
とができる。
【００６６】
　また、インクジェット記録装置１０には、各種情報を格納しておく情報記憶部１２４と
、印刷用の画像データを取り込むための画像入力インターフェース１２６が設けられてい
る。画像入力インターフェース１２６には、シリアルインターフェースを適用してもよい
し、パラレルインターフェースを適用してもよい。この部分には、通信を高速化するため
のバッファメモリ（不図示）を搭載してもよい。
【００６７】
　画像入力インターフェース１２６を介して入力された画像データは、画像処理部１１０
にて印刷用のデータ（ドットデータ）に変換される。ドットデータは、一般に、多階調の
画像データに対して色変換処理、ハーフトーン処理を行って生成される。色変換処理は、
ｓＲＧＢなどで表現された画像データ（例えば、ＲＧＢ各色について８ビットの画像デー
タ）をインクジェット記録装置１０で使用するインク各色の色データに変換する処理であ
る。
【００６８】
　ハーフトーン処理は、色変換処理により生成された各色の色データに対して、誤差拡散
法や閾値マトリクス等の処理で各色のドットデータに変換する処理である。ハーフトーン
処理の手段としては、誤差拡散法、ディザ法、閾値マトリクス法、濃度パターン法など、
各種公知の手段を適用できる。ハーフトーン処理は、一般にＭ値（Ｍ≧３）の階調画像デ
ータをＮ値（Ｎ＜Ｍ）の階調画像データに変換する。最も簡単な例では、二値（ドットの
オンオフ）のドット画像データに変換するが、ハーフトーン処理において、ドットサイズ
の種類（例えば、大ドット、中ドット、小ドットなどの３種類）に対応した多値の量子化
を行うことも可能である。
【００６９】
　こうして得られた二値又は多値の画像データ（ドットデータ）は、各ノズルの駆動（オ
ン）／非駆動（オフ）、さらに、多値の場合には液滴量（ドットサイズ）を制御するイン
ク吐出データ（打滴制御データ）として利用される。
【００７０】
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　吐出制御部１１２は、画像処理部１１０において生成されたドットデータに基づいて、
ヘッド駆動回路１２８に対する吐出制御信号を生成する。また、吐出制御部１１２は、駆
動波形生成部（不図示）を備えている。駆動波形生成部は、インクジェットヘッド２４の
各ノズルに対応した吐出エネルギー発生素子（本例では、ピエゾ素子）を駆動するための
駆動電圧の電圧波形を生成する手段である。
【００７１】
　駆動波形データは、予め情報記憶部１２４に格納されており、必要に応じて使用される
駆動波形データが出力される。駆動波形生成部から出力された駆動波形は、ヘッド駆動回
路１２８に供給される。なお、駆動波形生成部から出力される信号はデジタル波形データ
であってもよいし、アナログ電圧信号であってもよい。
【００７２】
　ヘッド駆動回路１２８を介してインクジェットヘッド２４の各吐出エネルギー発生素子
に対して、共通の駆動電圧が印加され、各ノズルの吐出タイミングに応じて各エネルギー
発生素子の個別電極に接続されたスイッチ素子（不図示）のオンオフを切り換えることで
、対応するノズルからインクが吐出される。
【００７３】
　情報記憶部１２４は、制御装置１０２のＣＰＵが実行するプログラム、及び制御に必要
な各種データなどが格納されている。情報記憶部１２４は、作画モードに応じた解像度の
設定情報、パス数（スキャンの繰り返し数）、副走査送り量の制御に必要な送り量情報、
仮硬化光源３２Ａ、３２Ｂ及び本硬化光源３４Ａ、３４Ｂの制御情報などが格納されてい
る。
【００７４】
　また、情報記憶部１２４（規格化流量記憶部）は、供給ポンプ９０の流量の情報、イン
クカートリッジ３６からサブタンク９２へ流出させたインク量の情報が記憶される。供給
ポンプ９０の流量の情報は、予め決められた温度に規格化された規格化流量として記憶さ
れ、管理される。
【００７５】
　本例に示すインクジェット記録装置は、複数色のそれぞれに対応して複数のインクジェ
ットヘッドが具備されているので、複数色のインクのそれぞれに対応してインク供給系（
図６参照）が具備される。
【００７６】
　したがって、複数の供給ポンプ９０が具備されており、供給ポンプ９０の流量の情報は
供給ポンプ９０ごとに個別の情報として記憶され、管理される。
【００７７】
　エンコーダ１３０は、主走査駆動部１１６の駆動用モータ、及び搬送駆動部１１４の駆
動用モータに取り付けられており、該駆動モータの回転量及び回転速度に応じたパルス信
号を出力し、該パルス信号は制御装置１０２に送られる。エンコーダ１３０から出力され
たパルス信号に基づいて、キャリッジ３０の位置、及び記録媒体１２の位置が把握される
。
【００７８】
　センサ１３２は、装置各部に具備されるセンサ類が含まれる。例えば、キャリッジ３０
に取り付けられる記録媒体１２の幅を検出するセンサにより、センサ１３２から得られた
センサ信号に基づいて記録媒体１２の幅が把握される。
【００７９】
　センサ１３２の他の例として、インクの温度を検出する温度センサ、記録媒体の位置を
検出する位置検出センサ、圧力センサなどが挙げられる。例えば、インクジェットヘッド
２４におけるインクの温度、インク流路におけるインクの温度を検出する温度センサから
得られた温度情報に基づいて、制御装置１０２は温度調整部１２９に対して指令信号を送
出し、温度調整部１２９は制御装置１０２からの指令信号に基づいてインクジェットヘッ
ド２４の温度を管理して、インクジェットヘッド２４内のインクの温度が決められた温度
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範囲に維持される。なお、図７に図示した構成は、適宜変更、追加、削除が可能である。
【００８０】
　また、図７のセンサ１３２は、サブタンク９２の液面の高さを検出する液面センサ９３
（図６参照）が含まれる。液面センサ９３から出力された検出信号（サブタンク９２（図
６参照）の液面高さの情報）は、制御装置１０２へ送出される。
【００８１】
　ポンプ制御部１３３は、制御装置１０２から送られる指令に基づいて、供給ポンプ９０
、加減圧用ポンプ９７等のポンプの動作を制御する。制御装置１０２は、センサ１３２（
液面センサ９３）から送られるサブタンク９２（図６参照）のインクの液面高さ（水位）
の情報を取得すると、サブタンク９２へインクを供給する必要がある場合には、ポンプ制
御部１３３へ指令信号を送出し、ポンプ制御部１３３は、制御装置１０２から送出される
指令信号に基づいて供給ポンプ９０を動作させる。
【００８２】
　残量情報取得部１３５は、インクカートリッジ３６の残量の情報を取得（算出）する。
取得された残量情報は制御装置１０２へ送られる。この残量情報を制御装置１０２が受け
取ると、制御装置１０２は表示装置１２２を用いてインクカートリッジ３６の残量情報を
表示させる。
【００８３】
　また、インクカートリッジ３６の残量が予め決められた下限値を下回ると、制御装置１
０２は、インクカートリッジ３６の交換時期になったことを表示装置１２２に表示させる
。
【００８４】
　残量情報取得部１３５は、情報記憶部１２４に記憶されている供給ポンプ９０の流量（
規格化流量、詳細後述）の情報と、供給ポンプ９０の動作期間とを乗じて供給ポンプ９０
を介してサブタンク９２へ送出されたインク流出量を算出し、インクカートリッジ３６の
使用前のインク残量から算出されたインク流出量を減算して、使用状態のインクカートリ
ッジ３６内のインクの残量を算出し、インクカートリッジ３６の残量情報を取得している
（詳細後述）。
【００８５】
　〔作画モードについて〕
　本例に示すインクジェット記録装置１０は、マルチパス方式の描画制御が適用され、印
字パス数の変更によって印字解像度（記録解像度）を変更することが可能である。例えば
、高生産モード、標準モード、高画質モードの３種類の作画モードが用意され、各モード
でそれぞれ印字解像度が異なる。印刷目的や用途に応じて作画モードを選択することがで
きる。なお、以下の説明で使用される「ｄｐｉ（ドット毎インチ）」は、「１インチあた
りのドット数」を表している。
【００８６】
　高生産モードでは、６００ｄｐｉ（主走査方向）×４００ｄｐｉ（副走査方向）の解像
度で印字が実行される。高生産モードの場合、主走査方向は２パス（２回の走査）によっ
て６００ｄｐｉの解像度が実現される。１回目の走査（キャリッジ３０の往路）では３０
０ｄｐｉの解像度でドットが形成される。２回目の走査（復路）では１回目の走査（往路
）で形成されたドットの中間を３００ｄｐｉで補間するようにドットが形成され、主走査
方向について６００ｄｐｉの解像度が得られる。
【００８７】
　一方、副走査方向については、ノズルピッチが１００ｄｐｉであり、一回の主走査（１
パス）により副走査方向に１００ｄｐｉの解像度でドットが形成される。したがって、４
パス印字（４回の走査）により、ノズルピッチ間の間を埋める補間印字を行うことで４０
０ｄｐｉの解像度が実現される。なお、高生産モードのキャリッジ３０の主走査速度は、
１２７０ミリメートル毎秒である。
【００８８】
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　標準モードでは、６００ｄｐｉ×８００ｄｐｉの解像度で印字が実行され、主走査方向
は２パス印字、副走査は８パス印字により６００ｄｐｉ×８００ｄｐｉの解像度を得てい
る。
【００８９】
　高画質モードでは、１２００×１２００ｄｐｉの解像度で印字が実行され、主走査方向
は４パス、副走査方向が１２パスにより１２００ｄｐｉ×１２００ｄｐｉの解像度を得て
いる。
【００９０】
　〔シングリング走査によるスワス幅について〕
　ワイドフォーマット機の作画モードでは、解像度設定毎に、それぞれシングリング（イ
ンターレス）する作画条件が決定されている。具体的には、インクジェットヘッドの吐出
ノズル列の全長Ｌｗ（ノズル列の長さ、図１参照）をパス数（スキャン繰り返し回数）だ
け分割してシングリング作画するので、インクジェットヘッドのノズル列幅、並びに、主
走査方向及び副走査方向のパス数（インターレースする分割数）によってスワス幅が異な
る。なお、マルチパス方式によるシングリング作画の詳細については、例えば、特開２０
０４－３０６６１７号公報に説明されている。
【００９１】
　一例として、FUJIFILM Dimatix社製のSapphire QE-256/10（２５６ノズル、１００ｄｐ
ｉ）ヘッドを用いた場合のシングリング作画によるパス数とスワス幅の関係は下表〔表５
〕の様になる。作画によって想定されるスワス幅は使用するノズル列幅を主走査方向パス
数と副走査方向パス数の積で分割した値となる。
【００９２】
【表５】

【００９３】
　〔供給ポンプの説明〕
　図８は、図６に図示した供給ポンプ９０に適用されるチューブポンプの説明図である。
図８図示した供給ポンプ（チューブポンプ）９０は、インクが充填されたチューブ９０Ａ
に、ローラ９０Ｂを押し当てた状態でロータ９０Ｃを反半時計回りに回転させると、一方
の口９０Ｄからチューブ９０Ａ内へ導入したインクは他方の口９０Ｅから排出される。
【００９４】
　また、ロータ９０Ｃを反転（時計回りに回転）させると、他方の口９０Ｅからチューブ
９０Ａ内に導入されたインクは一方の口９０Ｄから排出される。ロータ９０Ｃを回転させ
る構成として、モータ（不図示）の回転軸にロータ９０Ｃが取り付けられ、モータの回転
軸を回転させることで、ロータ９０Ｃを回転させる構成がある。
【００９５】
　モータの回転軸にギアが取り付けられ、ギアの出力軸にロータ９０Ｃが取り付けられる
構成を適用することも可能である。
【００９６】
　チューブポンプ９０は、チューブ９０Ａへローラ９０Ｂを押し当てた状態で、ロータ９
０Ｃを回転させてチューブ９０Ａ内のインクを移動させているので、ロータ９０Ｃを動作
させるたびにローラ９０Ｂでチューブ９０Ａをしごくことなる。
【００９７】
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　そうすると、チューブ９０Ａは使用（経時）による劣化が生じ、その結果、チューブポ
ンプ９０の流量が減少してしまう。
【００９８】
　図９は、任意のインク及び任意のチューブポンプにおける、チューブポンプ９０の使用
期間に対する流量比の関係を示す説明図であり、一種類のインク、一種類の回転速度につ
いて、使用期間と流量比との関係を示したものである。
【００９９】
　図９の縦系列は、チューブ９０Ａに劣化が生じる前（初期状態の）チューブポンプ９０
の流量を１００パーセント（％）として、相対的な流量を比率で表したものである。
【０１００】
　図９に示す例では、使用開始から半年程度で流量が８０パーセントとなり、使用開始か
ら１年程度で流量が６０パーセントになっている。
【０１０１】
　ロータ９０Ｃ（図８参照）の回転速度を一定にしているにもかかわらず流量が変化する
理由は、長期間にわたってチューブ９０Ａがインクに接触すること、長期間にわたってチ
ューブ９０Ａがローラ９０Ｂによってしごかれることで、チューブ９０Ａの変形、チュー
ブ９０Ａの硬度の変化が生じるためと考えられる。
【０１０２】
　図９に示すように、流量の変動が年オーダーの緩やかな変動であることを考慮すると、
チューブ９０Ａのインクとの接触時間の積算、ロータ９０Ｃによる機械的なしごきの回数
の積算がかかわっていると考えられる。
【０１０３】
　図１０は、任意のインク及び任意のチューブポンプにおける、環境温度に対するチュー
ブポンプ９０の流量比の関係を示す説明図である。同図の縦系列は、チューブ９０Ａに劣
化が生じる前（初期状態の）チューブポンプ９０の流量を１００パーセント（％）として
、相対的な流量を比率で表したものである。
【０１０４】
　同図に示す例では、環境温度が３５℃のときの流量を１００パーセントとして、環境温
度が２５℃の場合は８０パーセント、１５℃の場合は６０パーセントとなり、環境温度が
相対的に低くなると、チューブポンプ９０の流量は相対的に小さくなっている。
【０１０５】
　環境温度が低くなるとチューブポンプ９０の流量が小さくなる理由は、環境温度の変化
によってチューブ９０Ａ（図８参照）の硬度が変化するためと考えられる。環境温度によ
るチューブ９０Ａの変化は、時間オーダーの比較的早い特性変化である。
【０１０６】
　以下に説明する残量検出方法（残量情報取得方法）では、上記したチューブポンプ９０
の流量の変化に対応すべく、正確にインクカートリッジ３６の残量を検出し、残量情報を
取得する方法が採用されている。
【０１０７】
　〔残量検出方法（残量情報取得方法）の説明〕
　次に、残量検出（残量情報取得）について詳述する。この残量検出は図７の残量情報取
得部１３５において実行される。
【０１０８】
　図１１は、残量検出方法の流れを示すフローチャートである。この残量検出方法は、チ
ューブポンプ９０（図７参照）の流量を測定する流量算出工程（ステップＳ１２）と、チ
ューブポンプ９０の流量に基づいて、インクカートリッジ３６からサブタンク９２へ送ら
れたインク流出量を算出するインク流出量算出工程（ステップＳ１４）と、インク流出量
算出工程によって算出されたインク流出量からインクカートリッジ３６の残量を算出し、
残量情報を取得する残量算出（残量情報取得）工程（ステップＳ１６）と、を含んで構成
される。
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【０１０９】
　図１２は、図１１の流量算出工程（ステップＳ１２）の制御の流れを示すフローチャー
トである。図１２に図示した流量算出工程は、原則として、装置立ち上げ時に実行される
。なお、例外として、装置稼働中に実行されることがある。
【０１１０】
　流量算出工程が開始されると（ステップＳ１００）、環境温度情報が取得される（ステ
ップＳ１０２）。環境温度情報は、インクジェットヘッド２４（図１参照）の温度調整部
に具備される温度センサ（図７に符号１３２を付して図示）を用いて取得される。この環
境温度情報は、図７の情報記憶部１２４に記憶される。
【０１１１】
　次に、チューブポンプ９０の反転動作を開始させる（図１２のステップＳ１０４）。チ
ューブポンプ９０の反転動作とは、サブタンク９２（図６参照）からインクカートリッジ
３６へインクを送る際のチューブポンプ９０の動作である。
【０１１２】
　ステップＳ１０８に進み、下限センサ９３Ｂがオフになるか否かが監視される。ここで
監視される「下限センサ９３Ｂがオフになる状態」とは、サブタンク９２内のインクの液
面が下限センサ９３Ｂの検出位置よりも下がっている状態である。
【０１１３】
　ステップＳ１０８において、下限センサ９３Ｂがオンの場合は（Ｎｏ判定）、下限セン
サ９３Ｂのオフの監視が継続される。一方、ステップＳ１０８において、下限センサ９３
Ｂがオフになると（Ｙｅｓ判定）、チューブポンプ９０の反転動作を停止させ、チューブ
ポンプ９０の正転動作を開始させる（ステップＳ１１０）。
【０１１４】
　チューブポンプ９０の正転動作とは、インクカートリッジ３６からサブタンク９２へイ
ンクを送る際のチューブポンプ９０の動作である。
【０１１５】
　その後、下限センサ９３Ｂがオンになるか否かが監視される（ステップＳ１１２）。こ
こで監視される「下限センサ９３Ｂがオンになる状態」とは、サブタンク９２内のインク
の液面が上昇して、下限センサ９３Ｂの検出位置にインクの液面が達した状態である。
【０１１６】
　下限センサ９３Ｂがオフのままの場合は（Ｎｏ判定）、下限センサ９３Ｂのオンの監視
が継続される。一方、下限センサ９３Ｂがオンになると（Ｙｅｓ判定）、カウンター（図
１５に符号１５０を付して図示）のカウントを開始させ（図１２のステップＳ１１４）、
ステップＳ１１６に進み、上限センサ９３Ａがオンになるか否かが監視される。
【０１１７】
　ステップＳ１１６において、上限センサ９３Ａがオフのままの場合は（Ｎｏ判定）、上
限センサ９３Ａのオンの監視が継続される。一方、上限センサ９３Ａがオンになると（Ｙ
ｅｓ判定）、カウンターのカウントが停止され（ステップＳ１１８）、カウント値が記憶
され（ステップＳ１２０）、チューブポンプ９０の動作を停止させる（ステップＳ１２２
）。
【０１１８】
　このように、サブタンク９２から液体を一旦排出させて、サブタンク９２内の液体の液
面高さを下限センサ９３Ｂよりも低くしてから、サブタンク９２へ液体を流出させて液面
高さを検出することで、ホール素子の出力信号のヒステリシスの影響が低減化される。
【０１１９】
　このカウント値は、下限センサ９３Ｂの検出位置から上限センサ９３Ａの検出位置まで
、サブタンク９２内のインクの液面を上昇させる期間に変換される。サブタンク９２の下
限センサ９３Ｂの検出位置から上限センサ９３Ａの検出位置までのインク量（体積）は既
知であるからサブタンク９２へのインクの流出期間（下限センサ９３Ｂがオンになってか
ら上限センサ９３Ａがオンになるまでの期間）と、この間にサブタンク９２内に流れ込ん
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だインク流出量から、チューブポンプ９０の流量が算出される（ステップＳ１２４）。
【０１２０】
　算出された流量は、規格化温度における流量に変換されて、図７の情報記憶部１２４に
記憶され（ステップＳ１２４）、流量算出工程は終了される（ステップＳ１２６）。
【０１２１】
　ここで、規格化温度とは、流量の温度依存性を補正するために予め決められた基準の温
度であり、実際に使用する範囲のどの温度を採用してもよい。例えば、室温の代表的な温
度である２０℃を規格化温度としてもよい。
【０１２２】
　すなわち、規格化温度は、図１０に図示した環境温度－流量比の特性を取得することが
できる温度範囲（動作条件を見たす温度範囲）であればよい。
【０１２３】
　先に説明したように、チューブポンプ９０の流量は、温度依存性を有している（図１０
参照）。
【０１２４】
　図１０に示す環境温度と流量比との相関関係を、装置で使用されるインクの種類ごとに
求めて記憶しておき、流量が測定される際に取得された環境温度情報を用いて、流量の算
出値が規格化温度における流量（規格化流量）に変換される。
【０１２５】
　図１２に示す環境温度取得工程では、装置に既存のインクジェットヘッド２４の温度調
整用の温度センサ（図７に符号１３２を付して図示）を用いて、チューブポンプ９０の流
量を算出するための環境温度を測定するので、別途温度センサを追加しなくてもよい。
【０１２６】
　但し、装置稼働中や、装置の一時休止の中にインク温度情報の取得を行うために、イン
クジェットヘッド２４の温度調整部の温度センサを使用するには、インクジェットヘッド
２４を冷却させる必要があり、インクジェットヘッド２４の冷却には数十分単位の時間が
必要となるので、現実的ではない。
【０１２７】
　そこで、インクジェットヘッド２４を稼働させる前の装置立ち上げ時に、チューブポン
プ９０の流量を測定する際の環境温度情報を取得することで、インクジェットヘッド２４
の温度調整部の温度センサを利用することが可能となる。
【０１２８】
　図１３は、図１１のインク流出量算出工程（ステップＳ１４）の制御の流れを示すフロ
ーチャートである。図１３に示すインク流出量算出工程は、装置稼働中に実行され、イン
クカートリッジ３６（図６参照）送出されたインク流出量（チューブポンプ９０を通過し
たインク量）が算出され、記憶される。
【０１２９】
　インク流出量算出工程が開始されると（ステップＳ２００）、（最新の）規格化流量が
読み出される（ステップＳ２０２）。また、チューブポンプ９０の動作期間（インクカー
トリッジ３６からサブタンク９２へのインクの送液期間）がカウントされ、一定のタイミ
ングで記憶される。図１３のステップＳ２０４では、このカウント値が予め決められたタ
イミングで読み出される。
【０１３０】
　次に、ステップＳ２０２で読み出された流量値に、チューブポンプ９０の動作期間を乗
算して、インク流出量が算出され（ステップＳ２０６）、記憶され（ステップＳ２０８）
、インク流出量算出工程は終了される（ステップＳ２１０）。
【０１３１】
　図１３に示すインク流出量算出工程の実行期間間隔（実行周期）は、装置の稼働状況、
ユーザリクエスト等の条件に応じて適宜決めることができる。新たなインク流出量が算出
されると、前回までの情報が上書きされてもよいし、測定タイミングに関連付けされて記
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憶されてもよい。
【０１３２】
　図１４は、インクカートリッジ３６の残量を算出し、残量情報を取得する残量算出（残
量情報取得）工程（図１１のステップＳ１６）の制御の流れを示すフローチャートである
。同図に示す残量算出工程が開始されると（ステップＳ３００）、図１２に示すインク流
出量算出工程において算出され記憶された最新のインク流出量が読み出される（ステップ
Ｓ３０２）。
【０１３３】
　次に、予め記憶されている使用前のインク量が読み出され（ステップＳ３０４）、使用
前のインク量から最新のインク流出量が減算され、インク残量が算出され（ステップＳ３
０６）、インク残量情報として記憶され（ステップＳ３０８）、インク残量算出工程は終
了される（ステップＳ３１０）。
【０１３４】
　このようにして算出され記憶された（取得された）残量情報は、残量情報取得部１３５
（図７参照）から制御装置１０２へ送られる。
【０１３５】
　図１５は、図７に図示した残量情報取得部１３５の詳細な構成を図示したブロック図で
ある。
【０１３６】
　図１５に示すように、残量情報取得部１３５は、チューブポンプ９０（図７参照）の動
作期間（送液期間）が測定されるカウンター１５０（流出期間測定部）と、環境温度情報
が取得される環境温度情報取得部１５２と、予め決められた温度に規格化（変換）された
規格化流量が算出される流量算出部１５４（流量算出部、規格化流量変換部）と、規格化
流量が記憶される規格化流量記憶部１５６と、を備えて構成される。
【０１３７】
　また、チューブポンプ９０のインク流出量が算出されるインク流出量算出部１５８（液
体流出量算出部）と、インク流出量が記憶されるインク流出量記憶部１６０と、インクカ
ートリッジ３６の残量情報が記憶される残量情報記憶部１６２と、インクカートリッジ３
６の残量が算出される残量算出部１６４と、を含んで構成される。
【０１３８】
　規格化流量記憶部１５６、インク流出量記憶部１６０、残量情報記憶部１６２は、図７
の情報記憶部１２４に含まれる。
【０１３９】
　カウンター（タイマー）１５０は、図１２に図示したサブタンク９２へのインク流出期
間のカウント（ステップＳ１１４，Ｓ１１８）を液面センサ９３から得られた液面の高さ
に応じて実行する。また、装置稼働時におけるチューブポンプ９０の動作期間の測定を実
行する。
【０１４０】
　環境温度情報取得部１５２は、先に説明したように、インクジェットヘッド２４の温度
調整部の温度センサが適用される。
【０１４１】
　流量算出部１５４は、演算装置と演算の作業領域として使用されるメモリから構成され
、予め決められている規格化温度に規格化された規格化流量が算出される。
【０１４２】
　規格化流量記憶部１５６は、流量算出部１５４によって算出された規格化流量が記憶さ
れる。また、インク流出量算出部１５８によって、記憶されている規格化流量が参照され
る。インク流出量算出部１５８では、参照した規格化流量に基づいて、装置稼働中のイン
ク流出量が算出される。
【０１４３】
　インク流出量記憶部１６０（図７の情報記憶部１２４）は、装置稼働中に予め決められ
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たタイミングにおいて、算出されたインク流出量が記憶される。また残量算出部１６４に
よって、記憶されているインク流出量が参照される。残量情報記憶部１６２では、使用前
のインクカートリッジ３６（図６参照）のインク量（使用前の残量）の情報（又は、装置
稼働前のインクカートリッジ３６内のインク量の情報）と、装置稼働中のインクカートリ
ッジ３６の残量の情報が記憶される。
【０１４４】
　残量算出部１６４は、最新のインクカートリッジ３６の残量情報を残量情報記憶部１６
２へ記憶し、かつ、残量情報を制御装置１０２（図７参照）へ送出する。
【０１４５】
　〔流量の算出周期について〕
　先に説明したチューブポンプ９０の流量の算出は、実際にチューブポンプ９０を動作さ
せて行われるので、流量の算出が頻繁に実行されるとチューブポンプ９０の劣化を加速さ
せてしまう懸念がある。
【０１４６】
　そこで、本例に示すインク残量検出では、流量の変化の許容範囲を予め決めておき、流
量の変化が許容範囲を超えると、流量の測定が行われ、流量の情報が更新される。
【０１４７】
　図９に示すように、経時によるチューブポンプ９０の流量の変動は、月オーダー、年オ
ーダーといった比較的長期間で起こる。流量の変化の許容範囲を１０パーセントとすると
、図１０の例では、チューブポンプ９０の流量が４０パーセント変化する期間は１年なの
で、３か月ごとにチューブポンプ９０の流量が算出される。
【０１４８】
　流量の算出周期の管理は、装置に具備されるタイマー機能を利用することができる。イ
ンクカートリッジ３６が交換された時点でタイマーのカウント値がリセットされ、流量の
算出が実行されるごとにタイマーのカウント値がリセットされ、交換時から１回目の流量
の算出までの期間、２回目以降の流量の算出では前回の算出からの期間が管理される。
【０１４９】
　流量算出の一周期内にインクカートリッジ３６の交換がされる場合には、インクカート
リッジ３６の使用前の（インクカートリッジの規格上の）インク量に対する流量の算出に
使用されるインク量の比率が、チューブポンプ９０の機械的寿命の加速比率となり、この
値は数パーセント程度と考えられる。
【０１５０】
　また、装置稼働中の環境温度変化を考慮して、１つのカートリッジについて、使用前の
インク量に対してｘパーセントの変動を許容する場合に、｛（使用前のインク総量）×ｘ
｝／１００で求められるインク量を消費するたびに、チューブポンプ９０の流量を算出す
ることができる。
【０１５１】
　このように、チューブポンプ９０の流量算出の周期を規定することで、装置稼働中にチ
ューブポンプ９０の流量が変化しても、環境温度を測定することなくチューブポンプの流
量を修正して、積算誤差（インク流出量を積算した積算値の誤差）を抑えることができる
。
【０１５２】
　つまり、装置稼働中に環境温度の変動が見込まれる場合に、環境温度を測定する代わり
に、環境温度の変動を見こした期間が設定され、この期間に対応する周期で流量を測定す
ることで、装置稼働中の環境温度の変動に対応することができる。
【０１５３】
　流量算出の周期は、実測してもよいし、シミュレーションを用いて決めてもよい。
【０１５４】
　例えば、インクカートリッジ３６の使用前のインク量の１０パーセントの誤差を許容す
る場合、インク消費量が（インクカートリッジ３６の使用前のインク量）／１０ごとにチ
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ューブポンプ９０の流量が測定される。
【０１５５】
　そして、インクカートリッジ３６の使用前のインク量に対する許容誤差（パーセント）
が、チューブポンプ９０の機械的寿命の加速比率となり、この値は数パーセントから十数
パーセント程度と考えられる。
【０１５６】
　図１６（ａ）から（ｃ）は、これまでに説明したインクカートリッジ３６のインク残量
算出の効果の説明図である。図１６（ａ）は、流量（インク流出量）の算出において、経
時のみを考慮した場合（符号３００）と、経時及び温度を考慮した場合（符号３０２）と
の違いを示すグラフである。
【０１５７】
　また、図１６（ｂ）は、チューブポンプ９０の流量の規格値に対する流量算出工程（図
１１のステップＳ１２）において算出されたチューブポンプ９０の流量の比（流量比）を
表すグラフであり、図１６（ｃ）は、各測定回における温度（符号３０８）と、時間の経
過（符号３１０）を表すグラフである。
【０１５８】
　図１６（ａ）から（ｃ）の横系列の数値は、測定回（「１」は１回目の測定、「１０」
は１０回目の測定）を表している。図１６（ａ）の縦系列は、各測定回において算出され
た流量を、各測定回まで積算した流量を比率で表している（積算流量比）。
【０１５９】
　図１６（ａ）に示すように、１０回目の測定（チューブポンプ９０の流量が一定とした
ときに、インクカートリッジ３６内のインクをほぼ使い切ったとされる状態）において、
経時のみを考慮した場合と、経時及び環境温度を考慮した場合とを比較すると、積算流比
に２０パーセント程度の差が生じている。
【０１６０】
　また、図１６（ｂ）に示すように、経時のみを考慮した場合（符号３０４）と、経時及
び環境温度を考慮した場合（符号３０６）とを比較すると、１回目測定から１０回目の測
定において、算出された流量には１０パーセントから３０パーセント程度の差が生じてい
る。
【０１６１】
　したがって、環境温度を考慮して流量及びインク流出量を算出することで、より正確に
インクカートリッジ３６のインク残量を把握することができる。
【０１６２】
　上記の如く構成されたインクジェット記録装置及び残量情報取得方法によれば、装置立
ち上げ時に、サブタンク９２の下限センサ９３Ｂの位置から上限センサ９３Ａの位置まで
サブタンク９２へインクが供給される期間に基づいて、インクカートリッジ３６からサブ
タンク９２へインクを送るチューブポンプ９０の流量が算出される。
【０１６３】
　また、装置立ち上げ時にインクジェットヘッド２４の温度調整を行うために使用される
温度センサを用いて環境温度の情報が取得され、取得された環境温度情報に基づいて、算
出されたチューブポンプ９０の流量が、予め決められた温度（規格化温度）における流量
（規格化流量）に変換され、記憶（管理）される。
【０１６４】
　装置稼働中は、予め記憶されているチューブポンプ９０の規格化流量に基づいて、イン
クカートリッジ３６からサブタンク９２へのインク流出量が算出され、このインク流出量
に基づいてインクカートリッジ３６の残量が算出（検出）される。
【０１６５】
　したがって、チューブポンプ９０の流量を測定するための手段を別途備えることなく、
経時、又は環境温度の変化に起因するチューブポンプ９０の流量の変化が考慮されたイン
クカートリッジ３６の残量検出（残量情報取得）が実行される。
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【０１６６】
　〔残量情報取得の他の態様〕
　上記した残量情報取得では、装置立ち上げ時に環境温度が測定され、測定された環境温
度、算出された流量から規格化流量が算出され、規格化流量に基づいてインク流出量が算
出され、残量が算出されているが、装置立ち上げ時に取得された環境温度に基づいて、前
回の装置稼働時（前回の装置稼働時の最後）に記憶された規格化流量が更新され、更新さ
れた規格化流量に基づいてインク流出量が算出され、残量が算出される態様も可能である
。
【０１６７】
　上記の態様によれば、装置稼働前に取得された環境温度情報に基づいて、予め記憶され
ている規格化流量が更新されるので、装置を稼働させるたびに規格化流量を取得しなくて
もよい。
【０１６８】
　また、装置立ち上げ時に環境温度を測定せずに、装置稼働中（装置稼働中の最後）に記
憶された規格化流量から算出された環境温度が記憶され、次回の装置立ち上げ時に改めて
流量を測定して、規格化流量へ変換する態様も可能である。
【０１６９】
　上記の態様によれば、装置立ち上げ時に環境温度を測定することなく、装置稼働中に取
得された環境温度情報に基づいて、次回の装置立ち上げ時に算出された流量を規格化流量
へ変換することができる。
【０１７０】
　〔規格化温度について〕
　規格化流量を決める規格化温度は、装置の動作条件において想定される温度に決めれば
よく、例えば、常温（２０℃）とすればよい。また、それ以外の装置の動作条件における
任意の温度に設定することができる。
【０１７１】
　以上説明したインクジェット記録装置及び残量情報取得方法は、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で、適宜変更、追加、削除をすることが可能である。また、上述した構成例を適
宜組み合わせることも可能である。
【０１７２】
　例えば、本明細書では、活性光線（紫外線）の照射によってインクを硬化させる態様を
例示したが、加熱処理、送風による乾燥処理を用いてインクを硬化させる構成を適用する
ことが可能である。
【０１７３】
　また、本明細書では、いわゆるシリアル方式の液体吐出を例示したが、ライン型のイン
クジェットヘッドを備えた装置への適用も可能である。
【０１７４】
　本明細書では、インクジェット記録装置を例示したが、本発明は、インクジェット記録
装置以外の液体吐出装置に対しても広く適用することが可能である。
【０１７５】
　〔本明細書が開示する発明〕
　上記に詳述した発明の実施形態についての記載から把握されるとおり、本明細書は少な
くとも以下に示す発明を含む多様な技術思想の開示を含んでいる。
【０１７６】
　（第１態様）：液体を吐出させるインクジェットヘッドと、インクジェットヘッドの液
体吐出を制御する吐出制御部と、インクジェットヘッドへ供給される液体が貯留されるメ
インタンクと、メインタンクからインクジェットヘッドへ供給される液体が一時貯留され
るサブタンクと、メインタンクとサブタンクとを連通させる流路に設けられる送液ポンプ
と、送液ポンプの動作を制御するポンプ制御部と、サブタンクに設けられ、サブタンク内
に収容される液体量の増減を検出する液体量検出部と、吐出制御部によってインクジェッ
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トヘッドの液体吐出を停止させた状態でポンプ制御部によって送液ポンプを動作させてメ
インタンクからサブタンクへ予め決められた量の液体を流出させた際に、メインタンクか
らサブタンクへの液体の流出期間を測定する流出期間測定部と、流出期間測定部による流
出期間測定の際にメインタンクからサブタンクへ流出させた液体量、及び測定された流出
期間を用いて、送液ポンプの流量を算出する流量算出部と、環境温度情報を取得する環境
温度情報取得部と、取得された環境温度情報を用いて、算出された流量を予め決められた
規格化温度における流量を表す規格化流量に変換する規格化流量変換部と、変換された規
格化流量を記憶する規格化流量記憶部と、装置稼働中において、記憶されている規格化流
量を読み出し、読み出された規格化流量に装置稼働中の送液ポンプの動作期間を乗じて、
装置稼働中のメインタンクからサブタンクへ流出させた液体流出量を算出する液体流出量
算出部と、装置稼働中において、装置稼働前のメインタンクに収容されていた液体量から
算出された液体流出量を減算して、メインタンクの液体の残量を算出する残量算出部と、
を備えた液体吐出装置。
【０１７７】
　第１態様によれば、送液ポンプの流量のばらつきを見込むために、サブタンクに設けら
れる液体量検出部を用いてメインタンクからサブタンクへの流量が算出され、温度変化に
よる流量の変化を見込むために、算出された流量が予め決められた規格化温度における流
量である規格化流量に変換され、記憶される。
【０１７８】
　装置稼働中は、記憶されている規格化流量を取得して、メインタンクからサブタンクへ
の液体流出量が算出され、装置稼働前のメインタンクの残量から算出された液体流出量が
減算され、メインタンクの残量情報が取得される。
【０１７９】
　したがって、送液ポンプの経時による劣化、環境温度の変動に起因する流量の変化が考
慮された好ましいメインタンクの残量情報が取得される。
【０１８０】
　（第２態様）：第１態様に記載の液体吐出装置において、インクジェットヘッドの温度
調整の際に液体の温度を検出する温度検出部と、検出された液体の温度に基づいてインク
ジェットヘッドの温度調整を行う温度調整部と、を備え、環境温度情報取得部は、装置立
ち上げ時に温度検出部を用いて環境温度情報を取得し、流量算出部は、装置立ち上げ時に
測定された流出期間、及びメインタンクからサブタンクへ流出させた液体量を用いて流量
を算出し、流量変換部は、取得された環境温度情報を用いて算出された流量を規格化流量
に変換し、規格化流量記憶部は、算出された規格化流量を記憶する。
【０１８１】
　第２態様によれば、装置立ち上げ時に環境温度の情報が取得され、この環境温度情報を
用いて流量が算出され、規格化流量へ変換され、記憶されるので、装置稼働中の温度変化
の影響が考慮され、規格化流量を取得するための環境温度情報が取得される。
【０１８２】
　（第３態様）：第１態様に記載の液体吐出装置において、環境温度情報取得部は、装置
稼働中に規格化流量記憶部に記憶された規格化流量から算出された環境温度情報を取得し
、流量算出部は、次回の装置立ち上げ時に流量を算出し、流量変換部は、装置稼働中に取
得された環境温度情報を用いて、算出された流量を規格化流量に変換し、規格化流量記憶
部は、変換された規格化流量を記憶する。
【０１８３】
　第３態様によれば、装置立ち上げ時に環境温度情報を取得せずに、前回の装置稼働中に
取得された環境温度情報に基づいて、装置立ち上げ時に算出された流量を規格化流量へ変
換することができる。
【０１８４】
　第３態様において、前回の装置稼働時の最後に取得された環境温度情報に基づいて、装
置立ち上げ時に算出された流量を規格化流量へ変換する態様が好ましい。
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【０１８５】
　（第４態様）：第１態様から第３態様に記載の液体吐出装置において、液体量検出部は
、サブタンク内に収容される液体の液面の高さを検出する液面検出センサを含んでいる。
【０１８６】
　第４態様によれば、液体吐出装置に既存の構成（液面検出センサ）を用いて、送液ポン
プの流量の変化を正確に把握することができる。
【０１８７】
　（第５態様）：第４態様に記載の液体吐出装置において、液面検出センサは、サブタン
ク内に収容される液体の液面の高さ範囲の上限位置に配置される上限センサ、及び液面の
高さ範囲の下限位置に配置される下限センサを含み、流出期間測定部は、下限センサがサ
ブタンク内の液体の液面を検出したタイミングで流出期間の測定を開始させ、上限センサ
がサブタンク内の液体の液面を検出したタイミングで流出期間の測定を終了させる。
【０１８８】
　第５態様によれば、メインタンクからサブタンクへ一定量の液体を流出させて、その流
出期間を測定して、送液ポンプの流量が算出されるので、現実の送液ポンプの流量の変化
が確実に把握され、より正確に送液ポンプの流量が算出される。
【０１８９】
　（第６態様）：第５態様に記載の液体吐出装置において、上限センサ及び下限センサは
、サブタンクの外側に配置されたホール素子、及びサブタンク内の液体の液面上に配置さ
れた磁石を含む移動子を含んでいる。
【０１９０】
　第６態様において、サブタンクから液体を排出させて、サブタンク内の液体の液面高さ
を下限センサよりも低くしてから、サブタンクへ液体を流出させて液面高さを検出するこ
とで、ホール素子のヒステリシスの影響が低減化される。
【０１９１】
　（第７態様）：第１態様に記載の液体吐出装置において、インクジェットヘッドの温度
調整の際に液体の温度を検出する温度検出部と、検出された液体の温度に基づいてインク
ジェットヘッドの温度調整を行う温度調整部と、を備え、環境温度情報取得部は、装置立
ち上げ時に温度検出部を用いて環境温度情報を取得し、流量変換部は、前回の装置稼働中
に流量算出部により算出され、流量変換部により変換され、規格化流量記憶部に記憶され
た規格化流量を、取得された環境温度情報を用いて更新する。
【０１９２】
　第７態様によれば、装置立ち上げ時に取得された環境温度情報に基づいて、前回の装置
稼働中に記憶されている規格化流量が更新されるので、装置を稼働させるたびに流量を算
出して規格化流量へ変換し、この規格化流量を記憶しなくてもよい。
【０１９３】
　第７態様において、前回の装置稼働中の最後に取得された規格化流量を更新する態様が
好ましい。
【０１９４】
　（第８態様）：第１態様から第７態様のいずれかに記載の液体吐出装置において、メイ
ンタンクの残量を記憶する残量記憶部と、規格化流量記憶部への規格化流量の記憶からの
経過期間を測定する期間測定部と、記憶されたメインタンクの残量に基づいて、流量算出
部における流量算出、及び流量変換部における流量の規格化流量への変換、規格化流量記
憶部への規格化流量の記憶を実行するタイミング管理する管理部と、を備えている。
【０１９５】
　第８態様において、流量の算出によって送液ポンプの性能低下が加速されないように、
流量の算出の期間間隔をより長くすることが好ましい。
【０１９６】
　（第９態様）：第１態様から第８態様のいずれかに記載の液体吐出装置において、送液
ポンプは、チューブポンプである。
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【０１９７】
　第９態様によれば、チューブポンプは、動作させる際にチューブが機械的にしごかれる
ので、径時による流量の変化が発生しやすいので、本発明の送液ポンプとしてより高い効
果を得ることができる。
【０１９８】
　（第１０態様）：液体を吐出させるインクジェットヘッド、インクジェットヘッドの液
体吐出を制御する吐出制御部、インクジェットヘッドへ供給される液体が貯留されるメイ
ンタンク、メインタンクからインクジェットヘッドへ供給される液体が一時貯留されるサ
ブタンク、メインタンクとサブタンクとを連通させる流路に設けられる送液ポンプ、及び
サブタンクに設けられ、サブタンク内に収容される液体量の増減を検出する液体量検出部
を備えた液体吐出装置において、インクジェットヘッドの液体吐出を停止させた状態で、
送液ポンプを動作させてメインタンクからサブタンクへ予め決められた量の液体を流出さ
せた際に、メインタンクからサブタンクへの液体の流出期間を測定する流出期間測定工程
と、流出期間測定工程による流出期間測定の際にメインタンクからサブタンクへ流出させ
た液体量、及び測定された流出期間を用いて、送液ポンプの流量を算出する流量算出工程
と、環境温度情報を取得する環境温度情報取得工程と、取得された環境温度情報を用いて
、算出された流量を予め決められた規格化温度における流量を表す規格化流量に変換する
流量変換工程と、変換された規格化流量を記憶する規格化流量記憶工程と、装置稼働中に
おいて、規格化流量に装置稼働中の送液ポンプの動作期間を乗じて、装置稼働中のメイン
タンクからサブタンクへ流出させた液体流出量を算出する液体流出量算出工程と、装置稼
働中において、装置稼働前のメインタンクに収容されていた液体量から算出された液体流
出量を減算して、メインタンクの液体の残量を算出する残量算出工程と、を含む残量情報
取得方法。
【０１９９】
　第１０態様において、インクジェットヘッドの温度調整の際に液体の温度を検出する温
度検出工程と、検出された液体の温度に基づいてインクジェットヘッドの温度調整を行う
温度調整工程と、を含み、環境温度情報取得工程は、装置稼働前に温度検出部を用いて環
境温度情報を取得し、流量算出工程は、装置稼働前に測定された流出期間、及びメインタ
ンクからサブタンクへ流出させた液体量を用いて流量を算出し、流量変換工程は、取得さ
れた環境温度情報を用いて算出された流量を規格化流量に変換し、規格化流量記憶工程は
、算出された規格化流量を記憶する態様も好ましい。
【０２００】
　また、第１０態様において、インクジェットヘッドの温度調整の際に液体の温度を検出
する温度検出工程と、検出された液体の温度に基づいてインクジェットヘッドの温度調整
を行う温度調整部と、含み、環境温度情報取得工程は、装置稼働前に温度検出部を用いて
環境温度情報を取得し、流量変換工程は、予め、流量算出部により算出され、流量変換部
により変換され、規格化流量記憶部に記憶された規格化流量を、取得された環境温度情報
を用いて更新する態様も好ましい。
【０２０１】
　また、第１０態様において、液体量検出工程は、サブタンク内に収容される液体の液面
の高さを検出する液面検出センサが用いられる態様も好ましい。さらに、液面検出センサ
は、サブタンク内に収容される液体の液面の高さ範囲の上限位置に配置される上限センサ
、及び液面の高さ範囲の下限位置に配置される下限センサを含み、流出期間測定工程は、
下限センサがサブタンク内の液体の液面を検出したタイミングで流出期間の測定を開始さ
せ、上限センサがサブタンク内の液体の液面を検出したタイミングで流出期間の測定を終
了させる態様も好ましい。
【０２０２】
　さらにまた、上限センサ及び下限センサは、サブタンクの外側面に配置されたホール素
子、及びサブタンク内の液体の液面上に配置された磁石を含む移動子を含む態様も好まし
い。
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【０２０３】
　また、第１０態様において、環境温度情報取得工程は、装置稼働前に予め規格化流量記
憶部に記憶されている規格化流量から環境温度情報を算出し、流量算出工程は、装置稼働
前に測定された流出期間、及びメインタンクからサブタンクへ流出させた液体量を用いて
流量を算出し、流量変換工程は、算出された環境温度情報を用いて算出された流量を規格
化流量に変換し、規格化流量記憶工程は、算出された規格化流量を記憶する態様も好まし
い。
【０２０４】
　また、第１０態様において、メインタンクの残量を記憶する残量記憶部と、規格化流量
記憶部への規格化流量の記憶からの経過期間を測定する期間測定部と、記憶されたメイン
タンクの残量に基づいて、流量算出部における流量算出、及び流量変換部における流量の
規格化流量への変換、規格化流量記憶部への規格化流量の記憶を実行するタイミング管理
する管理部と、を備える態様、送液ポンプとしてチューブポンプを用いる態様も好ましい
。
【符号の説明】
【０２０５】
　１０…インクジェット記録装置、２４，２４Ａ…インクジェットヘッド（ヘッドモジュ
ール）３６…インクカートリッジ、９０…チューブポンプ、９２…サブタンク、９３…液
面センサ、１０２…制御装置、１１２…吐出制御部、１２８…ヘッド駆動回路、１２９…
温度調整部、１３２…センサ、１３５…インク残量情報取得部、１５０…カウンター、１
５２…環境温度情報取得部、１５４…流量算出部、１５６…流量記憶部、１５８…インク
流出量算出部、１６０…インク流出量記憶部、１６４…インク残量算出部
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